
天界166

一・

lor7

三
五
年

（
昭
和
＋
年
）

付
日
1
6
1
6
1
6
3

日
　
　
1
－
2
2
百

畿　　　　　　　　　：：：：：

　　　　　　1　　太陽と月（天室の明曙）

日　出　（星慶）

時　分
6　57　　（や　　ぎ）

6　53　　　ク
6　49　（みつかめ）
6　44　　　ク
6　38　　　ク
6　32　　　ク

6　2DV　P

11．　天象

日時分
1　　9　一一　　フk（北1。46！）と金と合

25一フk最離角（東18。20つ
3一一一回分日食
5　314　土（南4013ノ）と月と合

5822水（南P47／）と月と合
59一フk星力r近日野占
5　工1　57　　金（南4。5！／）と刀と合

8　2一　 フkダ議力｛停留

9543天（南3。12！｝と月と合
12　t－s一木犀が西矩
1319一　 アk（斗ヒ4σ59／）と土と合

1715一水星が内合
20556海（北5。2！〉と月と合
2015一　二上星の會合
231734　火r北S。40！）と月と合
2δ　20　40　　7k（4ヒ8。6！）　と月　と合

264－Antare£が漸表
28　　2　一　　ノk汽力｛f亭；留

の
齢

孚夜
月

　
8
8
8
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

　
6
7
8
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

日

　
2
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
］
1
1
］
1
1
1
1
2
2
2
2
2

寸ぜ日

　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
工
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2

浸
分　
　
5
0
5
0
4
9
4

　
　
5
3
3
4
4
4
5

日
時
5
5
5
5
5
5
5

蓉》

　
　
　
4
5
6
7
7
8
8
9
9
0
1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
一
〇
1
2

月
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
】
1
ー
ユ
ー
1
1
1
2
2
2
2

　
　
　
　
9
6
3
4
9
1
3
5
9
9
3
5
8
4
2
0
7
4
0
5
3
1
2
3

出
　
分
　
　
　
　
8
3
2
0
3
1
4
1
4
ユ
0
3
4
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

27
R0
Q9

＝

（星座）

（い　　て）

　　ク
（や　　ぎ）

（みつかめ）

　　ク
（う　　を）

　　ク
　　ク
（ひつじ）
　　ク
（をうし）
　　ク
　　ク

（ふたこ）
　　ク
（か　　に）

　　ク
（し　　～）

　　ク
　　ク
（をとめ）
　　ク
　　ク
　　ク
（てんびん）

（さその

（い　　て）

＝

（
花
山
天
文
塁
）

　
　
　
　
　
月

30（へびつかひ）11

｝薄　　　 月　　2月18日20巨寺17分

下弦2月2G日19時14分

月

善
4
5
6
8
9
0
1
2
一
〇
1
2
3
3
4
5
5
6
6
7
7
8
8
8
9
0
1
2

隙
1
］
】
1
1
2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
1
1

　
9
2
8
3
7
8
8
8
　
2
1
3
7
4
2
9
1
9
5
1
5
0
8
8
4
6
8
2

分

　
2
4
5
1
2
3
4
5
一
工
1
1
0
5
4
1
5
1
4
1
3
　
2
5
3
1
0
1

6
∠
　
‘
∠

月
弦

新
上

町
塾

星
刃

男
臼

な
胡

主
馴

2り目　4日　1日寺27分

2月10日1S日寺25分

輻射ill，占は赤纒2130　赤緯52。　牧プ座北部　　性質甚速



158 芙界　166

一＝月の星座一一　Lオリオン昇天1
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　一一初

　そんな噂が固まっ
てくるともうアポロ
は此の上もなく苦が
りきるのだった．
　f可裏通も自分の妹
を信じて居るのだ
し，3ζオリオンの此
の際の立揚について
も充分同情をよせて
居る自分を知って居
るのだった．・…・・唯

二人が除り美しすぎ
たのが斯んな獲酷な
噂を生んだのでぱな
いたらうか．
　庭女の女’帥グィア
ナは吐血猟の女艸’（：’

あった．そして或日
たまたま失ll議した猟

人オリオンのうらぶ
れた姿がJI　LIEiに辿り

來たったと云ふので
ある．

　慈悲深い日σ）艸，
月のli沖は此の雄しし・，

巨人の1蹟に再び光線
を興へてやったので
ある．今は猟人であ
るオリオンがダイア
ナの山野に野獣を追
ひ追ふ危瞼に随叙す
るのは無痛すぎるこ
とであったのだ．…
　幾1斐力iR1．人達1ま瓠師

一r・の毛皮を肩にダイ

アナに陥ふオリオン
の姿を見掛けた．最
初人々のllは二人の
夕陽を浴びて為り來
る姿を形容句を面し
て稻讃したものであ
ろ．漸・次災『陛に似た
ll艮が，二人（一人は，帥

なのだが｝σ）友愛を

追求する．一つの出記事が幾何級救灼に吹から吹への耳に撰大される．……・．’

或る朝の事であるアポロはダイアナに云った．
　しもしお前の射的が正確なればあの海に見える黒い浮動する的を試みるが
いい「…………それ1こしても日の神の而は籐り1でもすぐれ．ないのである．上手
な射手である彼女の矢は光よりもll三確に塞聞を突つ走った．
　夕の波がヒタヒタと岸に寄する頃，猟人オリオンの死骸が，i蔓人逮の濱邊に
打ち上げられて麗つた．


